
 毎年 恒例の胃がん検診を受けてまいりました。 

毎回どうも あのバリウムは苦手です、前夜２１：００頃から呑まず食わずで超空腹の所へ あの変な重量感のある白い液体、、 

と言うより半固体を無理やり流し込み 発泡剤を飲み ゲップを我慢して イザ！ 

「あっち向いてホイ こっち向いてホイ！」と気安く言われても、肩が痛くて容易に動けない。なんとか無事終わる。 

 

 しかし、その後に悪夢はやって来るのです。下剤を飲んでも ウンともスンとも(^^ゞ 夜になっても おい出になる気配すらない、、、 

寝る前に下剤のお代わりをして、布団の中で腸のあたりをポンポコマッサージ・・・まるでタヌキのハラヅツミです。 

朝になってもダメ！？ 再び下剤をお代わり。このままバリウムが石膏のように固まってしまうのでは という恐怖？！口からでも出したいくらい。 

そして二日目の午後 やっと、その恐れから解放されたのでした。 アァ～疲れたぁ 心も お○○も。 
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